	２５年度 第１回理事会議事録


１)日  時  平成２５年　４月２０日(土)１５：００～１９：００
２)場  所  戦災復興記念会館４Ｆ
３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫　前谷津　文雄　　小山　洋

理　　事　　立花　茂　大友　一匡　佐々木　昌浩
　本舘　広樹　安彦　茂　
　白鳥　久也　引地　健生　佐藤　益弘　

　斉藤　雅伸　小野　芳文　

　山中　一臣　中島　章裕　村井　均

　高橋　聖一　伊藤　道明　沼田　仁志

　阿部　茂人

　監　　事　大山　勝彦　三浦　康弘

理事の現在数（会長、副会長を含む）２３名のうち、

　　　出席理事　２１名

　　　欠席理事　　２名　（長谷川　圭三　佐々木　正臣）

　　　理事会は成立した。
第１回理事会開催の辞を前谷津副会長が述べ、会長挨拶で、阿部会長は公益社団法人の登記作業以降、４月１７日に登記完了の通知を頂いたことを報告するとともに、公益法人で再スタートするが、この２年間が勝負の期間であることから順調に運営できるように新役員（理事）協力の元、一丸となって事業に当たってもらいたいと述べられた。
議事に先立ち、平成２４年度第５回理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に監事以外から、斉藤雅伸理事　、高橋聖一理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　４月　１日（月）　公益社団法人登記
　４月　５日（金）　第４支部ＭＲＩ勉強会

　４月１０日（水）　第１回常務理事会
　４月１１日（木）　日本放射線技術学会総会学術大会
　　　～１４日（日）
　４月１９日（金）　第２支部運営委員会

　４月２０日（土）　新理事研修会及び第１回理事会
　　　　　　　　　　　宮城ＣＴ診断技術研究会
　４月２３日（火）　第４支部運営委員会

　５月１５日（水）　第９回スキルアップカンファランス

　５月１８日（土）　県民公開講演会

　　　　　　　　　（公）宮城県放射線技師会　第４５回総会
　　　　　　　　　　技師会ボウリング大会

　　　　　　　　　　東北部会市民公開講座（福島市）

　６月　１日（土）　日本診療放射線技師会　第７３回総会

　６月　５日（水）　第３支部運営委員会

　６月　８日（土）　フレシュマンズセミナー
　６月　９日（日）　医療画像展（多賀城市高橋地区）
②議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．平成２５･２６年度会務執行体制について
　阿部会長より、平成２５・２６年度の執行体制案が提出
された。この案は第１回常務理事会で検討、考慮した案であると述べた。
この新執行体制案に出席理事の全てが同意し、承認した。
2． 賛助会員規程について
　阿部会長より、賛助会員規程案の資料を提出して、審議を行った。この案は賛助会員より、賛助会員の特典を明示した規程が欲しいとの要望から、他県の規定を基に

２４年度第５回理事会、２５年度第１回常務理事会で協議して作成した案である。
　審議の結果、特典第８条（３）を「本会が発行する定期刊行物に広告を掲載することができる。広告料は３万円とする。」とした。
以上、このことに対して、採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。
3． 第４５回総会資料について
　立花総務部長より、第４５回総会資料案（総会次第、第１号議案）と資料として提出した日程・運営委員の確認の依頼が行われた。総会資料案は、平成２５年度第１回常務理事会で修正・補足した案で、すでにメールにて配信してあるものである。
資料内容等の確認を行った。立花総務部長は、修正した箇所をメールで配信するとし、再度確認をお願いした。また、４月２５日に印刷に出し、５月２日に発送することを伝えた。
以上、このことに対して、採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。
会長は、今回の総会は公益社団法人の諸規定に会費納入規定･役員報酬規定以外は改定しておらず、前社団法人の諸規定で行うことを述べた。

以上の提案に対して、出席理事全員が賛成し承認した。
4． 第４５回総会資料決算報告について
　安彦財務担当理事より、平成２４年度収支決算暫定案の資料を提出して説明、報告が行われた。

　収支ベースでは収入は７，６５７，０２０円、支出は６，５１９，３７１円で単純な収支決算では１，１３７，６４９円の黒字となっている。しかし、建物などの原価償却費、未収金処理金が入っていないため実質約１００万円の赤字であることと、今後、配布のやり直しや科目の金額の修正、収益ベースの最終作業を行うことの報告があった。
　以上、暫定的案ではあるが、この案について採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。
5． フレシュマンズセミナー内容・講師について
立花総務部長より、フレシュマンズセミナー案について資料を提出して、内容を昨年と同様として、日本診療放射線技師会と共催で行うことの報告が行われた。
　日時：６月８日９時３０分受付
　会場：ＡＥＲ５Ｆ情報･産業プラザ

内容と講師
１）　技師会紹介　　　　　　　　阿部会長
２）　医療被ばく関係　　　　　　村井　均　理事
３）　感染対策　　　　　　　　　　池田　しのぶ　先生
４）　気管支解剖　　　　　　　　　佐々木　正臣　理事
５）　接遇関係　　　　　　　　　　長久保　美奈　先生
６） ＫＹＴトレーニング　　　　　　佐賀　利英　先生

以上の報告案について、採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。
6． 会員情報確認について
　立花総務部長より、会員情報確認書案の資料を提出して、会員情報の収集案が提案された。
　公益法人移行に当たり、名前や施設を変更していない会員がいることやメールマガジンによる情報配信を行う際にも会員情報が必要であることから、年度内に確認を行ってはどうかという案が常務理事会から出されたことを説明し、確認書案の内容は入会申込票から抜粋した事を説明した。
　会員情報確認書の内容・項目について質疑を行った結果、会が必要な内容のみとした意見が多かった。
阿部会長の案は、回収率を良くするうえでも、確認書に事務局が把握している内容の情報を書き込んで発送し、会員には訂正なり、新情報を書いて頂いて、返信用の封筒で返却してもらう方法である。
　理事からの意見として、入力（書き込み）の作業が煩雑ではないかと意見が出たが、データベースから打ち出す方法があるため煩雑ではないとの回答があった。
　安彦理事は発送しただけでは回収率は良くないと考えることから、会員の所在の確認とＥメールの把握という目的に絞って、支部ごとに確認してもらえばいいのではないかとの意見を述べた。
　この意見に対して、各支部長からは、事務局が会員を一元管理していることから、発送は事務局で行い、返却されない会員に対して支部がサポートする方法が良いとの返答があった。
　発送ついても会報に同封する方法か別途発送する方法かについて、質疑が行われた。
　以上の質疑に対して、採決を行った。
会員情報確認を行うことについて、出席理事の全てが賛成し、承認された。

　会員情報確認書を白紙で発送するか、会員情報確認書に会員情報を入力して発送するかについて採決を行った結果、白紙で出すことに賛成した理事は６名、情報を入れて出す方法について賛成した理事は１３名であった。
　発送方法については、会報と一緒に送る方法に賛成の理事は１１名、単独で送る方法に賛成の理事は８名であった。
　以上の採決の結果から、会員情報確認証に会員情報の入力を行って、会報と一緒に送る方法に決定した。
　立花総務部長より、確認書に表彰委員会からの要望で技師関係職歴の項目については任意で記入してもらえるようにしていただきたいとの提案があった。さらに、引地理事から、個人情報の用紙を会報に入れて発送することになると手作業になるため、協力の要請があった。
　これらに関しては、出席理事の全てが同意した。
７．　故障・事故事例の調査に係わる参加施設登録
の協力依頼について

阿部会長より、資料を提出して、日本診療放射線技師会から故障・事故事例の調査に係わる参加施設登録の協力依頼が来ているとの報告があった。日常点検の結果を7月から全国的に調査する目的で、機器管理士の方に協力を頂きたいとの内容である。
阿部会長は、県として協力したい考えを述べた。

山田副会長は機器管理士班に打診してはどうかと意見を述べたが、機器管理士実働が現在されていないので期待に応えられない状況であるとの回答があった。
前谷津副会長は、この調査は実際には施設で行うものであるから、施設へのお願いになると述べ、理事への協力をお願いした。
中島理事より、データの収集に関して、施設名が特定されるのか匿名なのか、又は情報漏えいがないのかの質問がされた。

阿部会長は、協議の結果、質問に対して、調査依頼書からは判断しかねるため、本部に確認してから回答するとした。但し、機器管理士班に打診をして欲しいことを述べ、継続審議とした。
以上、継続審議として、出席理事の全てが同意した。
８．技術講習会について
大友学術部長より、口頭で技術講習会の計画について、開催日は講師の日程調整のため、平成２５年７月２７日（土）から８月３日（土）に変更したことの報告が行なわれた。
内容案は、デュアルエナジーＣＴ装置についての講義とＣＴＤＩの測定と、半導体検出器（Ｘ線ＱＡアナライザー）での測定の実習で、第１回常務理事会で検討したものを再検討して作成したもので、定員は２０名を２班に分けて行うことを説明した。
　プログラム案
１３：００～１３：４０　講義１：ＣＴＤＩの測定

１３：４０～１４：００　講義２：Ｘ線ＱＡアナライザーによる

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＴＤＩ測定

１４：１０～１５：１０　実習Ａグループ

（ＢグループはデュアルエナジーＣＴ検査について講義）

１５：１０～１６：１０　実習Ｂグループ
（ＡグループはデュアルエナジーＣＴ検査について講義）

１６：２０～１７：００　総合討論

　　以上の計画案に対して採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認された。
９．今後のスキルアップカンファランスについて

阿部会長から、スキルアップカンファレンスについて、回ごとに参加者が減少傾向にあることや、今後の内容について出席理事より意見を聞きたいとの提案が出された。

大友学術部長は最近の状況を説明し、対応策として講義２題を一つにして、当院の検査紹介を組み込むことを考えていることを述べた。

阿部会長は、所見を拾い上げて、読影の補助が行える勉強会になればいいのではないかと提案した。
立花理事からは、これまではいろんなモダリティーを取り上げてきたが、二つのうちの一つをシリーズ化して、継続して勉強してはどうかとの意見が述べられた。
斉藤理事は、聞く人は聞くだけで、発表する人は発表だけの一方通行のような気がする。デスカッションの場を設けて、参加型にしていけばよいのではないかとの考えを述べた。
前谷津副会長は、患者背景、検査データを出して、症例検討会の方式を行ってはどうかという意見があった。
山田副会長は、内容については報告のようなものや講義のようなものもあったが、今後、今の意見等を考慮して検討して頂きたいが、この会は大変勉強になっていると感じている。但し、この会を始めるに当たって、理事がバックアップすることで始めた会であるので、理事の皆さんでもっと参加をしたり参加を促したりして、もっと協力して欲しいとの意見があった。
阿部会長は、結論は出ないと思われるが、いろいろな意見を考慮して内容等を検討して頂き、この会は是非とも続けて欲しい勉強会であることから、理事の協力をお願いして協議を終了した。
１０．平成２５年度広報部の活動計画について
　山田広報部長より、資料を提出して、２５年度広報部の活動計画について報告があった。
　内容はホームページの追加・修正を行う内容である。①「会員登録情報の変更届出」の様式を各種申請書類に追加を行うこと。②　「過去のお知らせ」のボタンを一覧表示ページに新設すること。③（公）宮城県放射線技師会定款・組織図・各部各委員会名簿を更新すること。④各種リンク情報に関して、最新情報の確認・更新を行うこと。⑤管理士会・活動のあゆみの追加・更新を行うこと。⑥医療画像展・県民公開講演会等の過去情報の追加・更新を行うことである。
　報告事項①、②について、追加・改修に数万円の金額がかかることについて、まだ見積書を取っていないことを追加報告した。

安彦財務担当理事から、今後、支出に関しては事業計画に基づいて支出を行うことになっている。途中で必要な支出があった場合、理事会で承認していただく必要があるとの指導があった。

以上のことから、①、②に関しては、次回理事会に見積書を提出して承認してもらうこととなった。

③に関しては立花理事より、組織図のところに理事の名簿を加えて欲しいとの要請が有り承諾した。

④、⑤、⑥に関して関係部署の確認が行われた。
以上、③、④、⑤、⑥の計画案について採決を行った。出席理事の全てが同意し、承認された。

　追加提案として、山田広報部長より、会報ＭＡＲＴ80号に、理事全員の顔写真を掲載する提案がされた。

　この案について採決を行った結果。出席理事の全てが同意し、承認された。
１１．ボウリング大会開催について
　佐々木（昌）福利厚生部長より、今年度の事業計画案に則り、ボウリング大会を公益法人移行記念ボウリング大会として、開催要項と案内状の資料を提出して、開催の提案がされた。

日時：５月１８日、１６時３０分から

会場：ボウルサンシャイン仙台店

会費：２，０００円（２ゲーム、靴代、ドリンク代含む）
以上、協議の結果、記念ボーリン大会の開催について、採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。
１２．その他
①　会計の事務規則案について

　安彦財務担当理事より、資料を提出して、旅費規程と

会計事務規定について、重要な部分のみの説明が行われた。
　旅費規程については、出張の場合、新幹線を優先としたダイヤになっているため、鉄道の項目を鉄道（新幹線）と変更、各種会議に対する自家用車を使用した旅費の場合35円/Ｋｍとした。
　会計事務規定は公益会計基準にのっとって作成している。会計区分は公益目的事業会計、収益事業等会計、法人会計に区分されること。会計責任者は財務担当理事が行うこと。会計伝票は入金伝票、出金伝票、振替伝票で作成すること。収支予算は合理的な目的に添った計上を行っていくこと。支払手続は領収書又は支払証明書で手続きを行うこと。収支月計表の作成と報告を行うこと。
　以上、運用上、取り急ぎ作成した。規定案を審議して頂きたい。また変更したいときは理事会で審議して頂きたいとの提案があった。
　大友理事から、交通費とかに触れているので、謝金、日当に関しても規定を決めてもらいたい。
　謝金、日当に関して、安彦理事は早く決めなくてはならないと回答、次回理事会まで待てなければ、メール会議を活用したいと述べた。

　以上、旅費規程案、事務規定案（一部修正）について採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。

②　口座開設について
　安彦財務担当理事から、郵便局の振込口座に４５０万円預けている。別な口座（銀行）を開設して預金したいと考える。新たな口座には会館維持等積み立て用預金を組み込みたいため、認めていただきたい。
以上の要望案について、採決を行った結果、出席理事の全てが賛成し、承認した。

③　総会を開催するに当たって、公益社団法人になったときの諸規定の改定がおこなわれていないので、理事会で前社団法人の諸規定をそのまま踏襲することについて同意した

監査報告

　大山監事から監査報告が行われた。
　本会の会計は社団法人の最後の会計となり、全ての残高、金額、財産が新しい公益法人の台帳に変わるものであることを述べた。
　監査は収支を記帳している台帳について、収支決算書が正しく記帳されているどうかについて、納品書、請求書、領収書等について証馮書類が整っているかどうかについて監査を行い、正しく会計処理が行われていることを報告した。しかし、監査項目の中でまだ提出されていない書類があることを指摘、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録等々の財務諸表がまだ出来上がっていない。日にちを新たにとって監査を行い、監査を行った人、監査を行った日をあわせて、会長の所に監査報告書として提出することとした。
事業については、常務理事会、理事会に同席し、行われている事業には実際に出かけ参加したことを述べ、正しく推進されていたことを報告するとともに、忙しい中頑張ってこられたことに感謝を述べた。
　さらに、震災後からの放射線測定データをこれまで３６回更新を行ってきたことに対しても県などから大変な評価を頂いただいていることに敬意を表すると述べた。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
　立花総務部長は資料を提出し、日本診療放射線技師会の生涯学習カウント付与システムに賛同して頂く研究会名の報告を行なった。宮城ＭＲ研究会、青葉画像研究会、仙台乳房撮影研究会、みやぎＣＴリフレッシャーズ研究会、みちのく核医学の会の４団体である。さらに、青葉画像研究会、みちのく核医学の会は、すでに申請を済ませたことの報告があった。
2． 学術部
　大友学術部長は資料を提出し、５月１５日開催の第９回スキルアップカンファレンスの内容を報告した。
①「大動脈瘤、ステントグラフト治療を中心に」

　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　和久　（仙台厚生病院）

②「当院の胆のう検査の実際」

　　　　　　　　　　　　　　　福田　真紀　（仙台赤十字病院）
　以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
３．　法人部　　
前村井法人部長は資料を提出し、①宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」に３月１８日参加したこと、②平成２５年度県民公開講座のこと、③多賀城市画像展準備状況のこと、④栗原市健康推進課からのＷＢＣ測定依頼についてのこと⑤放射線機器管理士・放射線管理士合同学術大会の実施状況のこと⑥漏洩線量測定のこと⑦１１月のレントゲン祭のこと⑧について報告を行った。
　以上の報告に対して、④に対してはＯＢに声がけしてみることとし、技師会の対応は難しい状況であることを述べた。⑦は今回電力ビルを貸してもらえなかったことから、これから会場の手配を行っていくとのことであった
④以外の事項については、出席理事の全てが同意し、承認された。
４．　広報部
　山田広報部長は資料を提出し、前ホスティングサービスＯＣＭとの契約が解除されたことを、４月２日に確認した事の報告を行った。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
５．　福利厚生部
　佐々木（昌）福利厚生部長は資料を提出し、平成２４年度定年退職記念祝賀会ならびに表彰祝賀会報告を行なった。
・報告内容

　定年退職者２名、受賞者９名　　馮
　特別会員１名、正会員２７名、賛助会員１３名

　計５２名の参加
　以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
６．　財務部
安彦財務担当理事から、会報広告料未納の業者に対して財務部から請求書を出すとの報告があった。

以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
７．　事務局
　阿部会長は長谷川事務局長が欠席の為、第１回常務理事会で事務局が提出した会員異動の資料を提出し、報告を行った。
①　会員異動
１．　新入会　　　
奥平　直人　　杜の都産業保健会

一番町健診クリニック

東北大学医短部Ｈ１６年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

小野寺　義晴　　国立病院機構宮城病院

→　　国立病院機構仙台医療センター

後藤　光範　　　仙台厚生病院
　→　　宮城県立がんセンター

菅野　典子　　　国立病院機構宮城病院
→　　国立病院機構仙台医療センター

鈴木　八千代　　宮城県対がん協会
　　　　　　　　　　　→　　気仙沼市立病院

大黒　紘祐　　　宮城県立循環器・呼吸器センター
　　→　　宮城県立がんセンター高橋　大樹　　国立病院機構宮城病院

→　　国立病院機構仙台医療センター

村林　甲介　　宮城県立がんセンター

→　　宮城県立循環器・呼吸器センター
４．　転　出　　　
阿部　喜弘　　国立病院機構仙台医療センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　国立病院機構盛岡病院
５．　転　入　　
児玉　弘幸　　関東労災病院　　　　→　　　東北労災病院

村上　幸一　　国立病院機構北海道がんセンター

　→　　国立病院機構仙台医療センター
6． 退　会　　
青柳　隆照　　　　　自衛隊仙台病院

阿部　純子　　　　　宮城社会保険病院

今野　千香子　　　　宮城県立がんセンター

佐藤　清悦　　　　　自宅
高島　剛　　　　　　　仙台社会保険病院

畠山　知世　　　　　松本不二夫整形外科

森　恵美子　　　　　自宅
会員数　　５０５名
賛助会員

　社名変更　

　（株）ナナオ　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　ＥＩＺＯ（株）

コヴィディェンジャパン（株）　→マリンクロットジャパン（株）
　代表者変更

　（株）カイゲン　羽根　孝司　　→　中島　伸一
以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認され
８．支部報告
①　第３支部　３月２７日に新旧役員の引継ぎを行った。
②　第４支部　４月５日、１９：００～２０：４０
　　　　　　　　　宮城社会保険病院　３Ｆ　会議室

　　　講演　

　　一般演題　　「ＶＳＲＡＤを用いたてんかんの評価」

　　特別講演　　「脳体積の画像診断ＢＡＡＤによる

語想起機能の評価」

医者を含め２５名の参加者があった。

以上で全ての審議、報告が終了し、議長の阿部会長を解任、小山副会長が閉会の辞を述べ、１９時閉会とした。
２０１３年　４月２０日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　
監　　事　大山　勝彦　㊞
　　　　　　監　　事　三浦　康弘　㊞
理　　事 斉藤　雅伸　㊞
理　　事 高橋　聖一　㊞
